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「取手駅をご利用のお客様へ 平成 29 年 2 月
26 日(日)より東口の改札係員は不在となりイ
ンターホンで対応します。」JR 構内の貼紙 

「駅東口無人改札計画反対署名」に立つ

日本共産党県議、市議 ＝ 2 月 13 日 

上野たかし 

加増みつ子､遠山ちえ子 
関戸  勇 ､小池えつ子 

軍事も経済も 異常な“トランプ追随” 
日本共産党  志位和夫委員長が談話   （抜粋） 

10 日、安倍首相とトランプ米大統領は、ホワイトハウ

スで会談。軍事・経済両面で、日米軍事同盟のさらなる強

化を確認しました。「米国第一」を掲げるトランプ大統領

を安倍首相は「偉大な米国、強い米国」と持ち上げるなど、

安保政策でも経済政策でも異常な「トランプ追従」「日米

同盟第一」とアメリカ追従を深める会談となりました。 

 

 
 

「廃棄」したはずの南スーダ

ン派兵の陸上自衛隊派遣部隊の

日報が存在し、政府軍と反政府

勢力との間に「戦車や迫撃砲を

使用した激しい戦闘が確認され

ている」と明らかになりました。

安部政権は当時「散発的な発砲」

と偽り続けました。９日予算委

員会で稲田防衛大臣は野党側か

  

  
 

安部政権が２０２０年の東京

オリンピック・パラリンピック

に向けた「テロ対策」のためと

して、国会提出を狙う「共謀罪」

（テロ等準備罪）法案をめぐり、

憲法がその自由を保障する思想

や内心が罰せられる法案の中身

とともに、質問を封じ込めよう

とする金田法務大臣の資質が大

今回の無人化計画を、市は「Ｊ

Ｒから突然、東口無人化の知らせ

は決まった事として伝えられた」

としています。市民の利便と安全

を考えるなら、市として認められ

るはずもないものです。「他人事」

のような市の対応は、乗客サービ

際立つ「日米同盟第一」 

会談では日米同盟の強化が

強調され「日本はより大きな

役割及び責任を果たす。引き

続き防衛協力を実施し拡大す

る」ことを合意。これらは安

保法制＝戦争法等に基づき、

米軍と自衛隊の地球規模での

軍事協力をさらに推進すると

の誓約に他なりません。日本

共産党はこれらに反対し、憲

法違反の安保法制＝戦争法を

廃止するため全力を上げま

す。 

 

経済主権も犠牲「貢物外交」 

大統領の経済政策に日本が

全面的に協力し、貢献するこ

とを一方的に表明。トランプ

政権が TPP からの離脱を決

定する下で、TPP交渉で日本

が譲歩した内容を前提に、あ

らゆる分野で米国への更なる

日本の譲歩に進む危険があり

ます。 

日本共産党はこうした方向

に断固反対する。これら米国

従属の根源にある日米安保条

約を廃棄し、それに変えて日

米友好条約を締結することこ

そ、対等・平等・友好にたっ

た２１世紀の日米関係の未来

があります。 

そのために、日本共産党は

みなさんと力をあわせます 

ら追及されると「法的意味にお

ける戦闘ではない」「なぜ法的意

味で戦闘行為があったかにこだ

わると、９条上の問題になるか

ら」との矛盾をとりつくろう本

音をあけすけに答弁しました。

「戦闘状態」の現場に新たに「駆

けつけ警護」などを押し付けら

れて派遣された自衛隊員はたま

ったものではありません。安部

政権の責任が厳しく問われま

す。 

問題。野党４党で辞任要求まで

出されましたが、安部首相はか

ばい続けています。 

そもそも「共謀罪」は強い反

対世論のもと、過去３回廃案に

なったものです。２０１３年に

秘密保護法、１５年には戦争法

（安保関連法）昨年には盗聴法

…そして「共謀罪」の新設、憲

法改悪と、「海外で戦争する国」

づくりへのねらいは明らかで

す。 

JR 取手駅は、乗降客が減っ

たとはいえ1日約5万7千人

(2015 年度)。常磐線県内駅で

乗降客数は水戸駅に次ぐ２番

目に多い駅です。駅改札の無

人化は、利用者のみならず、

駅前商店も地域経済への悪影

ス・安全より企業利益を優先する

ＪＲと同じ立場に立つもので、到

底認められません。    

一昨年、取手市は東口構内バリ

アフリー化のための、調査委託料

１０８０万円を JR に支出。昨年

３月には、「調査を完了した」と

しながら、その一方で現在も「市

とＪＲでバリアフリー整備の為

の協議を継続中」と答えるなど、

市も JR も無責任な態度を続け

ており、この点でも許されるもの

ではありません。 

響も心配されます。 

ＪＲ東日本に対して「無人

化計画の撤回」を求める要望

署名の協力を呼びかけ、取り

組みを開始しました。ご意

見・ご要望もぜひお寄せくだ

さい。 

「2 月 2 日、ＪＲ東日本から、２月２６日以降の取手

駅東口改札無人化が伝えられた」とする、取手市の電子

メール連絡が翌３日に各市議会議員に入りました。 

日本共産党議員団は、真相確認後の２月６日、取手市

長に対し、「無人化計画の撤回、及び東口構内バリアフ

リー化の早期実施と整備計画の公表を」ＪＲに要求する

ことを申し入れました。 
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上野たかし県議 

地域の声で信号設置へ 

 都市計画道路 343 号線が開通し交通量が増え、桑原

地域の生活道路との交差点は事故が多発し、かねてより

地域の皆さんから信号設置要望が出されていました。桑

原地域の皆さんは署名を添えた要望書を県に提出、党後

援会も交通動態調査を行うなど市に設置を求めてきまし

た。ようやく 2月 1日に信号が設置されました。 

上野たかし県議が［３月６日］一般質問 

知事の政治姿勢を問います 

 今年４月から実施する 

住民票などの申請に関わ

る手数料や公共施設の使

用料の値上げは地方自治

法・地方財政法などに違 

反する。再度撤回を求めます。 

 近年、異常気象に伴う集中豪雨、ま

た相次ぐ大地震などが各地で発生し

ています。 

利根川と小貝川に接する取手市は

低地も多く、「洪水被害」や「内水氾

濫」などの被害をこれまでも受けてき

ました。国に築堤の改修などを強く求

めると同時に、地域により被害が異な

るため、きめ細かな対策が必要です。 

全国的に保育士不足から保育所（園）に

入れない待機児童は増え続け、取手市も同

じ状況です。「就学前まで預けられる保育

所（園）がほしい」との保護者の願いを届

け、豊かな保育環境を市の責任で保障する

ことを求めます。 

かたらいの郷の疥癬・レジオネラ菌発生にみられる

ように公共施設を民間任せにする「指定管理者制度」

は大きな問題です。ウェルネスプラザは市が責任を持

つ直営施設として、住民の福祉の増進を図る市民のた

めの施策を求めます。 

JRによる突然の取手 

駅東口改札の無人化計

画。ただちに「無人化計

画撤回を求めるべき」と

市に申し入れました。 

一般質問では、「東口の無人化撤

回とバリアフリー化の早期実施」を

強く求め、市の役割を質します。 

国保の都道府県単位化（広域化）

が 18 年度から導入されることに

よる国保税の値上げが懸念されて

います。 

今国会でこれを質す日本共産党

に対し、国は「値上げは押し付けな

い」と答弁。市に広域化による値上

げをすべきでないと求めます。 

子どもの貧困問題が 

深刻になってきている

今、全国的に「学校給

食費の無償化・助成」

や「就学援助の入学準 

備金を入学前に支給する」自治体

が増えてきています。これまでも

提案してきましたが、子育て支援

の１つとして実現化を求めます。 

また、介護保険制度の改定が行

われ、事業費の上限額が決められ

た「新総合事業」について、“誰も

が安心して住み続けられる取手

市”に向けて、どのように市が責

任をもって取り組むのかを質して

いきます。 

今回取り上げる一般質問の柱は５つです。 

➀ 子育て支援の充実を― 県民要望アンケートは「子育

て支援」が 2 年連続トップ。子どもの貧困が深刻です。 

知事直轄の少子化対策局の設置を・・・若者世代の

２人に１人が非正規労働であり、県の支援が必要。保

健福祉部少子化対策課だけでは解決できない。労働（雇

用）、教育、住宅など、各部局を横断した対策局の設置

を図るべき。 

「保育所落ちたの私だ」のブログから待機児童対策

に取り組む自治体が増えています。保育士確保が困難

昨年 9 月の私の一般質問で県

教育長は、「保護者の一時立て替

えなど負担が多い。全国の実施状

況を把握し、必要な時期に支給さ

れるよう働きかける」と答えまし

た。取手市に対し共産党は議会で

求めてきましたが、いまだ実現し

ません。お隣の守谷市は4 月に新

入学となる小学生 15名、中学生

34 名が受ける入学準備金の支給

時期を、これまでの 7 月から入学

前の 3 月に支給することを決め

ました。 

当市での実現が求められます。 

2017 年度予算が審議される 3 月県議会。 

今年の秋には県知事選挙がたたかわれま

す。一般質問で、知事の政治姿勢を問い、県

民の暮らしを守れと求めます。 

 

小池えつ子

みつこ 

加増みつ子 

 

遠山ちえ子 関戸 勇 

３月１８日（土） 
午後 1 時 30分開場 

取手市福祉交流センター 
 

な中、低すぎる保育士への所得の上乗せを。 

② 地域医療体制― 地域医療を支えている厚生連（JA

とりで・土浦協同病院など）県内 6病院を守れ 

③ 高齢者福祉の拡充― 介護保険の改悪止めよ 

④ 水道料金の値下げを 

⑤ 農業の振興はかれ 

新規就農者支援、戸別所得補償は 10 ｱｰﾙ当たり 1 万

5 千円に戻せ。 

――― 当日は、取手からバスが出ます。ぜひ質問を聞きにきてください。 ――― 


